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「防災教育と気候変動教育」 

テーマ別会合報告Ⅰ 

気仙沼市教育委員会副参事兼指導主事  

  及 川 幸 彦  Yukihiko OIKAWA 



2 

防災教育と気候変動教育 

１ これまでの会議の経過        鈴木克徳 

２ 東日本大震災からの教訓と提言  及川幸彦 

３ ゲストからの報告 

①気象予報キャスターの視点から   岩谷忠幸 

②一般市民の視点から         諸澤新一郎 

③自主防災組織の必要性        川福克己 

４ グループセッション～６つの提案から 

５ コメント    ハンス・ファン・ヒンケル博士 

６ 総括                   及川幸彦 
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ESDテーマ会議での６つの提言 

１ ESDとしての気候変動教育と防災教育の連
接と融合 

２ 東日本大震災からの教訓とESDの効果 

３ ESDのつながりを生かした組織的・実践的な
「防災教育」の改善 

４ ESDカリキュラム手法を生かした系統的・体
系的「防災教育」の改善 

５ ESDを基本理念とした復興教育の展開 

６  日本の経験と教訓の世界への発信と貢献 
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提言１ 

ESDとしての気候変動教育と 
防災教育の連接・融合 

気候変動教育と防災・減災教育の
連接と融合の方策 
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５ 気候変動教育と防災教育の連接 

気
候
変
動
教
育 

防
災
・減
災
教
育 災害への備え・対応 

Disaster Education 

<連接> 

災 害 
Disaster 
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７ 気候変動教育と防災教育の融合 

段
階 

第1段階 

気候変動と災
害発生の仕組 

第2段階 

気候変動と災
害の社会生活
への影響 

第3段階 

気候変動と災害
リスク軽減への
対応と準備 

第4段階 

被災からの復
旧・復興 

能
力 

知識・理解 

Knowledge & 
Awareness for 
Mechanism 

影響・因果関係 

Recognition of 
Influence & 
Relation 

備えと実践 

Response & 
Preparedness 
for Mitigation 

創造と協働 

Recovery 

Reconstruction 

 

内
容 

気候変動や災
害の種類や発
生のメカニズム
を科学的・客観
的に理解する 

気候変動と災
害が人間生活
にどのような影
響を与えるかそ
の因果関係を
認識する 

気候変動とそれ
がもたらす災害
のリスクを軽減
するための対応
や準備の仕方を
理解し実践する 

災害による被災
からの創造的な
復興に向けたプ
ロセスや視点，
貢献のあり方を
学ぶ 
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提言２ 

東日本大震災からの 
教訓とESDの効果 

ESDと防災教育の親和性と相乗効果 
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４ 自助（危機管理・対応力）とESD 

 批判的思考力 Critical Thinking,  

 体系的思考力 System Thinking,  

 包括的思考力  Holistic Thinking,  

 コミュニケーション能力 Communication 

 情報収集・分析力  Collecting and 
Analyzing Information 

 意思決定・行動力 Decision Making 
and Action.  

☆ESDが育む力 

災害・危機的状況の中では不可欠な能力 
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５ 共助・公助＋N助とESDの機能 

 自治会、コミュニティーとの連携（共助） 

 行政機関、関係機関との連携（公助） 

  NPO/NGO，企業、大学との連携（N

助）  

ESDは連携を促進 

これらの絆は、地域での避難行動や避難所
運営など危機管理・対応で効果的に機能 

多様な主体の参画と協働 
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提言３ 

ESDのつながりを生かした 

「防災教育」の改善の取組 

学校と地域が連携した 
組織的・実践的な防災教育 
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H24/12/07 17:18 津波警報発令 
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★海抜表示プレート製作★ 

 関西学院大学総合政策学部教職員有志のみなさんからい
ただいた支援金で購入した機材を使って，表示物を製作した
り，それをとめるバンドの準備を分担して行いました。 
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提言４ 

ESDカリキュラム手法を 

生かした「防災教育」の改善 

ESDの視点とカリキュラムを生かした 
体系的・系統的な防災教育の展開 
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３ 各教科における防災教育の推進 
◇防災学習に係る単元配列一覧（小学校６年生） 

4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
道徳 1｢キャプテンとして｣ 5｢小さい子からもらった幸せ｣ 7｢土石流の中で救われた命｣ 16｢うちら"ネコの手"ボランティア｣ 23｢お母さんへの手紙｣ 28｢東京大空襲の中で｣

価値 4-(3)社会的役割の自覚と責任 4-(4)勤労，社会への奉仕 2-(5)尊敬感謝 4-(4)勤労，社会への奉仕 3-(1)生命の尊重 3-(1)生命の尊重

（資料の類型） テーマ (生活・葛藤)　クラブ活動 (生活・感動)　ボランティア活動，総合 (実話・感動)　感謝の集会 (実話・感動)　ボランティア活動 （実話・感動） (実話・感動)　歴史学習，平和

3｢命の重さはみな同じ｣ 8｢白神山地｣

価値 3-(1)生命の尊重 4-(7)郷土愛

（資料の類型） テーマ (実話・感動)　ボランティア活動 (実話･知見)　環境，社会科

学校行事

１学期始業式
入学式
身体計測

交通安全教室
内科検診
眼科検診
耳鼻科検診
運動会

歯科検診
避難訓練（地震）
プール開き

修学旅行 身体計測
１学期終業式

２学期始業式
運動会
秋の緑化活動
学習発表会（学芸会）

避難訓練（火災） 年末大掃除 身体計測 卒業式

特別活動

１年生を迎える会
係を決めよう
委員会に所属
５年生に委員会の仕事を
紹介しよう

たてわりｸﾞﾙｰﾌﾟをつくろう
あいさつ運動をしよう
運動会に向けて

地震のこわさ たてわりｸﾞﾙｰﾌﾟで遊ぼう①
夏休みを楽しくすごそう

 係を決めよう
児童集会の計画を立てよう

全校児童集会○○祭り 昔から伝わる遊びで遊ぼう
4-
冬休みを楽しくすごそう

全校児童カルタ大会 たてわりｸﾞﾙｰﾌﾟで遊ぼう② ６年生を送る会

教科 4月 5月 6月 7月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

国語

「ぼくらのもの」
「風切るつばさ」
「表現をくふうして書こう」

「イースター島にはなぜ森
林がないのか」
「学校の良さを宣伝しよう」

「ばらの谷」
「意見を聞き分けよう」
「新聞の投書を読み比べよ
う」

「『わたしの意見』を書こう」
「漢文を読んでみよう」
「本は友達」

「詩と短歌を味わおう」
「問題を解決するために話
し合おう」
「資料を活用して書こう」
「桃花片」

「いのち」
「海のいのち
「子ども句会を開こう」

「未来に生かす自然のエネ
ルギー」
「深めよう、言葉の世界」

「ヒロシマのうた」 「ふるさとの良さをしょうか
いしよう」
「伝えよう、大切にしたい名
言」

「豊かな日本語の使い手に
なろう」
「雨のいろいろ」
「数え方でみがく日本語」

「君たちに伝えたいこと」
「春に」
「伝統芸能に親しもう」

社会

1『日本の歴史』
①「縄文のむらから古墳の
くにへ」

1『日本の歴史』
①「縄文のむらから古墳の
くにへ」
②「天皇中心の国づくり」

1『日本の歴史』
③「武士の世の中へ」
④「今に伝わる室町文化」

1『日本の歴史』
④「今に伝わる室町文化」
⑤「戦国の世から江戸の
世へ」

1『日本の歴史』
⑥「江戸の文化と新しい学
問」
⑦「明治の国づくりを進め
た人々」

1『日本の歴史』
⑧「世界に歩み出した日
本」

1『日本の歴史』
⑨「長く続いた戦争と人々
のくらし」
⑩「新しい日本，平和な日
本へ」

2『わたしたちの生活と政
治』
①「わたしたちの願いを実
現する政治」

2『わたしたちの生活と政
治』
②「わたしたちのくらしと日
本国憲法」

3『世界の中の日本』
①「日本とつながりの深い
国々」

3『世界の中の日本』
②「世界の未来と日本の役
割」

算数

1『円の面積』 2『文字と式』
3『分数のかけ算』
★「不思議な輪の変身」

4『分数のわり算』
★「どんな計算になるのか
な」

5『対称な形』 6『比と比の値』 7『拡大図と縮図』
8『速さ』

9『角柱と円柱の体積』
10『『およその面積』
★「全体を決めて」
★「雨は貴重な水資源」
11『比例と反比例』

11『比例と反比例』
12『資料の調べ方』

★「きまりを見つけて」
13『場合の数』
★「紙を切って」
14『量の単位のしくみ』

14『量の単位のしくみ』
★「世界にほこる新幹線」
●「算数卒業旅行」

●「算数のまとめ」

理科

●「地球と生き物のくらし」
1『物の燃え方と空気』

1『物の燃え方と空気』
2『動物のからだのはたら
き』

2『動物のからだのはたら
き』
○「学びをつなごう①」
3『植物のからだのはたら
き』
4『生き物のくらしと環境』

4『生き物のくらしと環境』
○「学びをつなごう②」
○「わたしの研究」

○「わたしの研究」①
5『太陽と月の形』

6『大地のつくりと変化』
7『てこのはたらき』

7『てこのはたらき』
8『水よう液の性質とはたら
き』

8『水よう液の性質とはたら
き』

9『電気とわたしたちのくら
し』

9『電気とわたしたちのくら
し』
○「学びをつなごう③」
10『人と環境』

10『人と環境』
○「資料」

音楽
○「つばさをください」
『楽譜を読もう』
・「おぼろ月夜」

『いろいろなひびきを味わ
おう』

・「われは海の子」 『和音の美しさを味わおう』 『曲想を味わおう』
・「ふるさと」

　 『詩と音楽を味わおう』 ・「越天楽今様」 『世界の音楽に親しもう』 『音楽の楽しさを味わおう』

図工

『感じたままに花』
『わたしのお気に入りの場
所』

『切ったねん土の切り口か
ら』

『強くてやさしい組み木パ
ズル』
『動き出すストーリー』

『墨のうた』 『瞬間コレクション』 『「窓」のむこうは・・・』
『うつして見つけたわたし
の世界』

『布と枝のコンサート』
『おどる光，遊ぶかげ』

『いろいろな見方で！』
『はさみと紙のハーモニー』

『白い物語』 『白の世界』 『わたしはデザイナー12さ
いの力で』
『伝え方をたのしもう』

家庭

1「くふうしよう　朝の生活」 2「きれいにしよう　クリーン
大作戦」

3「暑い季節を快適に」 4「生活を楽しくしよう　ソー
イング」

5「くふうしよう　楽しい食
事」

6「考えよう　これからの生
活」

○「成長したわたしたち」

保健
3『病気の予防』
1「病気の起こりかた」

3『病気の予防』
2「感染症の予防」

3『病気の予防』
3「生活習慣病の予防１」

3『病気の予防』
4「生活習慣病の予防２」

3『病気の予防』
5「喫煙の害と健康」

3『病気の予防』
6「飲酒の害と健康」

3『病気の予防』
7「薬物乱用の害と健康」

3『病気の予防』
8「地域の保健活動」

3『病気の予防』
○「広げよう」

教科他／月

防災教育に係る指導内容　小学校 ６学年 

避難訓練（地震） 避難訓練（火災） 

地震のこわさ 

ふるさとの良さをしょうか 

いしよう！ 

6『大地のつくりと変化』 

5「くふうしよう 楽しい食事」 

3『病気の予防』 

8「地域の保健活動」 

3『病気の予防』 

○「広げよう」 

2『わたしたちの生活と政治』 

①「わたしたちの願いを実現
する政治」 
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４ 系統的体系的な防災教育の推進 
◆気仙沼防災学習マトリックスの開発（小１～中３） 
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◆防災学習シートの構成 
対象学年や 

活動場面， 

時間の目安 

活動の展開例を， 

学習指導案「活動 

の展開」の形式で 

記載しています。 

活動内容を発展するための 

ポイントを記載しています。 

５ 防災学習シートの開発 
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提言５ 

ESDを基本理念とした 
災害からの復旧・復興 

ESDの視点からの復興教育 
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１ 危機対応力を高める地域との防災教育 
Disaster Preparedness against 

Earthquake and Tsunami 

中井小学校の問題解決型防災訓練 

階上中学校の防災教育 

◆判断力・危機対処能力を高める 



19 Experiences in Rich Nature of Ocean & Forest 

２ 海と生きる～自然との共生，地域との絆 
Collaborations with various Sectors in community 
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３ 故郷の伝統や心を受け継ぐ 

早稲谷鹿踊り 

羽田神楽踊り 白山太鼓 

Education on Local Heritage 



21 

４ 国や地域を越えたコミュニケーション 
Sharing Leanings beyond Time and Border  
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５ 未来を創る～Design our Future 

Water front Future City Project - Omose E.S. 
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東日本大震災（日本）の
教訓の共有と貢献 

～地域から世界へ～ 
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２ APCEIU-SangSeang / SEAMEO Toolkit 
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３ ESD & DRR Workshop in Myanmar 
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◇総括 

１，コミニュティーの重要性 

・コミュニティー内の絆の醸成・特に女性の役割 

・コミュニティー相互の連携・共助→被災地内外 

・コミュニティーへの誇りと責任→伝統文化 

２，災害やESDテーマを連接し俯瞰的に見る視点 

・災害の多様性・複雑性→因果関係の複雑性 

・災害時には，全ての課題が噴出する持続不可能性 

３，災害の教訓と意識の継続・継承 

・災害の経験の風化への対処 

・世界の災害の経験を学び合う重要性 


